常滑系招き猫(幸運の招き猫）

常滑は、幸運の象徴である招き猫の陶器製置物のトップメーカーである。招き猫の語源は日本語の「招く(invite)」と「猫」で、英語においてはBeckoning cat(招き猫)と訳されることもある。
招き猫は通常、三毛猫（白、黒、オレンジの模様）として描かれる。片方の前足は指を丸めて上げ、日本で手招きする仕草を模しており、もう片方の前足は小判を持っている。招き猫の中には左前足を上げるものもいるが、これは人を招くと言われており、特に集客に熱心な企業に人気がある。他の猫は右足を上げ、幸運と富を引き寄せる。
招き猫の起源は定かではないが、ネズミなどの害虫を食べてくれることから、農家や商店主は猫を大切にし、重宝していたという。招き猫が登場したのは19世紀半ばと考えられているが、常滑で招き猫が作られるようになったのは1930年代のことだ。当時、伝統的な陶器産業は衰退の一途をたどっており、地元の職人たちは新しいビジネスの一環として招き猫を作り始めた。
1950年には、常滑市は招き猫の生産量日本一となり、常滑の魅力的な「大きな目と耳、ふっくらとした体」という招き猫のスタイルが確立された。現在も伝統的な三毛猫が一番人気だが、猫の置物には様々な色やデザインがある。
